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昭 和 4 1 郁 ~ 4 2 午
昭 和 4 2 年 ~ 4 5 午
1 ] 本 菌 学 会 賞
受 賞 研 究 課 題 : ヒ ゲ カ ビ の 環 境 応 答 の 解 析
日 本 学 術 振 興 会 奨 励 研 究 員
カ ナ ダ ・ サ ス カ チ ュ ワ ン 大 ツ
生 物 学 教 室 研 究 員
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昭和45件~47年アメリカ・カーネギーメロン人学
小物物理学敦宇何究員
昭和47年~48年アメリカ・カリフォルニアエ科人学
*物学教室研究R
昭和開年4打山形大学・助教授・教介学、邨
昭和55午7打在外研究μとして菌類遺伝学に関する
研究のためアメリカ合衆囲に出張
昭和61午4"山形人学・救授・教台学部
昭和63作3打東化大学・教授・膿学研究所
昭和63作4打東北大学・教授・遺伝生態研究センター
平成8年4"東北大学・遺伝乍態研究センター長,
評成貝
井ι成10イ1Ξ 4 j1 1 Π~ 4 j] 8 Π
東北大学・救授・農学部(政府暫定予算1謝靴による)
平成10年4打 9Π東北大学・遺伝牛態研究センター長、
,汗議"現在に至る
、F成13年3j131口定午退職
非常勤講師
昭チ"52年9月1日~昭和53年3月31日
名古屋大学理学部非常勸講師
昭和55年12打 6日
山形↓1,{教育センター講師
昭和56年6 j] 1f_]~昭ln56作10j115日
杣戸大学理学部非'常勤溝帥
昭和57午5 " 1日~昭和58年3 打31日
新潟大学理学部非常勒講帥
昭和59年8 jj291_1
山形市理科教介センター講師
昭和62年10Jj】0日~昭和63年3 H31日
富山大学理学部非常動溝帥
昭和63年10jj14日~昭和64年3 打31U
富山大学"学部非常動講師
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平成 7年4 j」 1 Π~'r成 8 午 3 Jj31Π
山形大学理学音Wレ常効講師
平成 7年4 j」1]Π~、F成 8年3 打31打
山形大学即学部非常勤調師
平成 7年5 jj151_1 ~'F成 7年9 打 30Π
衞山大学理学部非常動講師
平成 9 午 lj」21日~平成10午 ljj2011
学術排議会導門委員(科学研究賢分科会)
学会ならびに社会における活動
平成2年~4年Π本杣中が1^会詐議R
日本菌学会錦37川大会述鴬委員長平成5年
平成5午~7年日本菌学会評議n
平成5午~9年 H本菌学会細染委貝
第2回日本南学会岡際シンポジウム開催平成6午
委員長
住D Π本柚物学会評議R平成7年~8年
日本菌学分理事平成7年~9午
(社)!1本杣物学会東化支部長平成8年~Ⅱ年
第5回臼本菌学会田際シンポジウム開俳平成5年
委員長
鯏.)Π本柚物学会理*
日本菌学会評議員
臼本徴牛物資源学会第7回大会運営委員長
日本微生物資源学会評議員
口木菌学会東北支部長
'F成 9 午~10年
平成9午~現在
平成12作
平成12年~現イf
平成13年~
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S p o r e s .  T r a n s .  M y c 0 1 .  S O C .  J a p a n . 3 2 : 8 7 - 1 0 2
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大 瀧 保 1 9 8 9 . ヒ ゲ カ ビ の 光 反 応 変 異 株 の 単 離 と そ の 解 析 . 1 G E シ リ ー ズ  6 「 植
物 の 光 反 応 機 構 の 解 析 と 変 異 株 」 , 東 北 大 学 遺 伝 生 見 鮖 汗 究 セ ン タ ー 編 ,  P . 3 - 1 1
大 瀧 保  1 9 8 9 . ヒ ゲ カ ビ の 光 反 応 、 と 遺 伝 学 的 解 析 .  L u m i n i S 4 : 1 7 - 2 1
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大 瀧 保  1 9 9 0 . 青 色 光 吸 収 色 素 に よ る 遺 伝 子 発 現 の 調 節 機 構 . 重 点 領 域 研 究
「 光 受 容 の 分 子 機 構 」 , 平 成 元 年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 重 点 領 域 研 究 ) 研
究 成 果 報 告 集 , 研 究 代 表 者 古 谷 雅 樹 ,  P , 5 1 - 5 2
O o t a k i ,  T .  a n d  A .  M i y a z a k i  1 9 9 1 . 1 S o l a t i o n  a n d  c h a r a c t e r i s t i c s  o f a  m u t a n t  o f
e 五 里 C Q 迅 y c e 旦  W i t h  a  h i g h  p r o p o r t i o n  o f u n i n u c l e a t e  s p o r e s . 1 G E ,  T o h o k u  u n i v . ,
N e w s l e t t e r  3 : 1 0 - 1 2
大 瀧 保 , 山 崎 裕 , 等 々 力 政 彦  1 9 船 . ヒ ゲ カ ビ ( e h 江 Ω 堕 型 C 盤 ) に お け る
接 合 反 応 の 制 御 機 構 . 1 G E シ リ ー ズ  1 6 「 真 核 微 生 物 の 環 境 応 答 と 遺 伝 子 発
現 」 , 東 北 大 学 遺 伝 生 鳶 鮖 牙 究 セ ン タ ー 編 ,  P . 7 5 - 8 5
大 瀧 保 , 宮 崎 厚 , ガ リ ナ ・ ラ ザ ロ バ  1 9 9 4 . ヒ ゲ カ ビ ( 三 ん 主 g 皿 主 " ) は 重
力 刺 激 に ど の よ う に 反 応 す る か , 一 重 力 屈 性 の 研 究 の 現 状 と 問 題 点 一 . 日 本 菌 学
会 報  3 5 : 1 1 1 - 1 2 5
O o t a k i ,  T . 1 9 9 4 . 1 G E  C 0 1 1 e c t i o n  o f 』 ? h 主 ^ C e 旦  S t r a i n s . 1 n s t .  G e n e t .  E C 0 1 0 g y ,
T o h o k u  u n i v . ,  N e w s l e t t e r  6 : 1 1 - 1 2
大 瀧 保 1 9 9 5 . 菌 類 に お け る 回 転 運 動 , ー な ぜ 胞 子 嚢 柄 は 回 る の か ー . 日 本 菌
学 会 報  3 6 : 9 - 1 8
山 崎 裕 , 田 部 茂 , 大 瀧 保 1 9 9 7 . 実 験 室 に お け る 菌 類 の 形 態 観 察 と 記 録
法 : 糸 状 菌 の 成 長 お よ び 行 動 解 析 の た め の 写 真 ・ ビ デ オ 撮 影 法 . 日 本 菌 学 会 報
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大 瀧 保  1 9 9 8 . ヒ ゲ カ ビ ( e 五 工 C 皿 χ " ) 余 話 . 日 本 菌 学 会 報 3 9 : 1 9 5 - 1 9 7 .
大 瀧 保  1 9 9 9 . 理 論 物 理 学 者 , 分 子 生 物 学 の 父  M a x  D e l b r u c k  が 菌 類
( 三 虹 ' Ω 塑 X 艇 ) に 求 め た も の 一 相 補 性 原 理 を め ぐ っ て ー . 日 本 菌 学 会 報 4 0 : 6 5 - 7 6
大 瀧 保 , 宮 嵜 厚 , 三 原 等  2 0 0 0 . ミ ズ タ マ カ ビ の 話 . 遺 伝 , 裳 華 房 5 4
7 3 - 7 8
大 瀧 保 2 0 0 0 . ヒ ゲ カ ビ ( 三 五 χ g 皿 χ " ) の 環 境 応 答 の 解 析 , 一 胞 子 嚢 柄 は ど
の よ う な メ カ ニ ズ ム で 光 に 対 し て 屈 曲 す る か ー . 日 本 菌 学 会 報 , 4 1 : 1 - 1 7
3 3
3 4 .
3 5
36 大瀧保,宮嵜厚,三原等 2000.ミズタマカビ(ぞ"ΩbΩι邑旦)における刺
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大 瀧 保 2 0 0 0 . 大 学 院 全 学 教 育 「 大 学 院 生 態 学 合 同 講 義 」 を 例 と し て . 東 北 大
学 広 報  1 9 7 : 1 6 - 1 9
口 頭 発 表
1 9 6 3
大 瀧 保 シ ダ 配 偶 体 の 形 態 形 成 と 核 の 動 向 に つ い て .
( 1 9 6 3 年 1 0 月 1 1 - 1 5 日 , 岡 山 )
1 9 6 6
大 瀧 保 モ エ ジ マ シ ダ 配 偶 体 に お け る 光 形 態 形 成 .
( 1 9 6 6 年 8 月 1 5 - 1 7 日 , キ 帥 矧
保 ヒ ゲ カ ビ の 接 合 . 日 本 植 物 学 会 第 4 1 回 大 会 ( 1 9 7 6 年 1 0 月 5 - 8 日 , 富 山 )
1 9 6 9
G r u e n ,  H .  E .  a n d  T .  o o t a k i R e g e n e r a t i o n  o n  丑 五 里 C Ω 皿 N 坐 旦  S p o r a n g i o p h o r e s
X 1  1 n t e r n a t i o n a l  B o t a n i c a l  c o n 容 r e s s ,  s e a t t l e , エ ハ 1 a s h i n g t o n
1 9 7 1
W o l k e n ,  J .  J . ,  T .  o o t a k i ,  a n d  A .  J .  l v o l k e n  p h o t o t r o p i s m .  T h e  s t r u c  t u r e  a n d
m o l e c u l e s  o f  t h e  p h o t o r e c e p t o r  i n  1 1 五 y 盤 旦 ! 塁 ^ 旦 .  B i o p h y s i c e l  s o c i e t y  F i f t e e n t h
A n n u a l  M e e t i n g ,  N e w  o r l e a n s ,  L o u i s i a n a
1 9 7 4
大 瀧 保 β ・ カ ロ チ ン 合 成 能 を 欠 く ヒ ゲ カ ビ 突 然 変 異 株 問 の 相 補 性 . 日 本 植 物 学 会
第 3 9 回 大 会 ( 1 9 7 4 年 9 月 3 - 6 日 , 札 幌 )
1 9 7 5
・ 大 瀧 保 異 常 な 光 屈 性 を 示 す ヒ ゲ カ ビ 突 然 変 異 体 の 相 補 性 . 日 本 植 物 学 会 第 4 0 回
大 会 ( 1 9 7 5 年 1 1 月 1 - 3 日 , 大 阪 )
1 9 7 8
・ 吉 田 香 織 , 大 瀧
学 会 第 4 3 回 大 会
日 本 植 物
日 本 稙 物 学 会 第 2 8 回 大 会
1 9 7 6
大 瀧
日 本 植 物 学 会 第 3 1 回 大 会
保 ヒ ゲ カ ビ に お け る ミ ズ タ マ カ ビ 型 変 異 株 の 相 補 性 .
( 1 9 8 7 年 , 千 葉 )
1 9 7 フ
大 瀧 保 接 合 型 ( + ) の ヒ ゲ カ ビ に お け る 光 屈 性 変 異 体 の 相 補 性 . 日 本 植 物 学 会
第 4 2 回 大 会 ( 1 9 7 7 年 1 0 月 1 3 - 1 5 日 , 福 岡 )
・ 大 瀧 保 ヒ ゲ カ ビ の 接 合 に お け る ホ ル モ ン 作 用 . 「 微 生 物 に お け る 細 胞 分 化 の 生
化 学 」 , 日 本 生 化 学 会 「 生 化 学 の 新 研 究 分 野 の 調 査 研 究 」 討 論 会 ( 1 9 7 7 年 1 2 月 1 0 日 ,
東 京 )
大瀧保ヒゲカビにおけるdeaza、riboaavin而村生変異株の遺伝学的研究
物学会第43回大会(1987年,千葉)
1979
・吉田香織,大瀧保ヒゲカビのピロポラス型突然変異体における回転運動.日
本植物学会第"回大会(1979年,広島)
大瀧保,吉田香織ヒゲカビの極性.日本植物学会第"回大会(1979年,広島)
・大瀧保ヒゲカビの接合胞子における核の行動.日本植物学会第4回大会(1979
年,広島)
大洗保ヒゲカビ(e五ygQ皿y^)の発生・分化におよぽす青色光効果.シンポ
ジウム「青色光効果とその周辺の諸問題」,岡崎国立共同機構,基礎生物学研究所,
(1979年,岡力胡
大瀧保,津留俊介ヒゲカビのミズタマカビ型変異株における負の光
日本植物学会第47回大会(1982年9月28-30日,東京)
1984
大瀧保,津留俊介,青山博子,古賀香織ヒゲカビ(e虹gΩ三宰")の胞子嚢柄に
おける光屈性.日本植物学会第49回大会(1984年8月22-24日,札幌)
1980
・大瀧保ヒゲカビの光反応.シンポジウム「光と植物」東北大学応用情報学セン
ター(1980年,仙台)
吉田香織,佐藤俊博,大瀧保ヒゲカビのミズタマカビ型変異株における負の光屈
性とその遺伝学的解析.本植物学会第妬回大会(1980年9月30日・10月2日,仙台)
吉田香織,大瀧保ヒゲカビにおけるミズタマカビ型変異株の相補性(功.日
本植物学会第45回大会(1980年9月30日、10月2日,仙台)
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1981
・吉田香織,大瀧保ヒゲカビのミズタマカビ型変異株の諸性質
46回大会(1981年10月5 -7日,岐阜)
日本植物学会第
1982
・古賀香織,
屈性(Ⅱ)
1983
Ootaki, T. and K. Koga sexualreactionsin11五χC^X里盤 blgんe旦ιe^
The Third lnternational Myc010gical congress,(1983,8.28 -9.3, Tokyo)
1 2
1 9 8 5
大 瀧 保 ヒ ゲ カ ビ ( ぞ 五 湿 凶 塑 ン ^ ) に お け る 胞 子 嚢 柄 お よ び 胞 子 嚢 の 分 化 . 日 本
菌 学 会 第 2 9 回 大 会 住 9 8 5 年 6 月 1 8 - 1 9 日 , 東 京 )
大 瀧 保 ヒ ゲ カ ビ の 胞 子 嚢 柄 の 光 屈 性 .
( 1 9 8 5 年 1 2 月 2 0 日 , 仙 台 )
大 瀧
大 会
保 ヒ ゲ カ ビ 胞 子 嚢 柄 の 光 屈 性 反 応 の 遣 伝 学 的 解 析
住 9 8 5 年 1 0 月 2 - 4 日 , 新 潟 )
1 9 8 7
大 瀧 保 ヒ ゲ カ ビ ( e 五 y g 皿 工 堅 ) に お け る 光 屈 性 の 解 析 . 日 本 菌 学 会 第 3 1 回 大
( 1 9 8 7 年 5 月 3 0 - 3 1 日 , 筑 波 )
会
津 留 俊 介 , 伊 藤 博 幸 , 古 賀 香 織 ヒ ゲ カ ビ ( e 地 皿 叫 坐 ) の 光 屈 性 の
日 本 植 物 学 会 第 5 4 回 大 会 ( 1 9 8 9 年 9 月 2 7 - 2 9 日 , 仙 台 )
保 ヒ ゲ カ ビ ( 丑 h 型 Ω Ω 堕 ^ )
リ ー ニ ン グ . 日 本 植 物 学 会 東 北
大 瀧 保 光 と 生 物 の 形 態 形 成 : 生 物 の 成 長 や 形 に お よ ぼ す 光 の 影 響 . 昭 和 6 2 年 度
山 形 大 学 公 開 講 座 ( 1 9 8 7 年 9 月 1 9 日 , 山 形 大 学 )
大 瀧 保 , 岡 崎 良 子 β 、 カ ロ チ ン 過 剰 生 産 変 異 株 の 負 の 光 屈 性 の 解 析 , 日 本 植 物 学
会 東 北 支 部 昭 和 6 2 年 度 大 会 ( 1 9 8 7 年 1 2 月 1 8 - 1 9 日 , 仙 台 )
日 本 植 物 学 会 東 北 支 部 昭 和 6 1 年 度 大 会
1 9 8 8
大 瀧 保 ヒ ゲ カ ビ に お け る 光 応 、 答 の 解 析 . シ ン ポ ジ ウ ム 「 菌 類 に お け る 形 態 分 化
の 制 御 」 日 本 植 物 学 会 第 船 回 大 会 住 9 8 8 年 1 0 月 , 岡 山 )
大 瀧 保 青 色 光 刺 激 に 対 す る 菌 類 の 反 応 、 と そ の 解 析 . 重 点 領 域 研 究 「 光 受 容 の 分
子 機 構 」 総 括 班 主 催 , 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム ( 1 9 8 8 年 1 0 月 , 仙 台 )
日 本 植 物 学 会 第 5 0 回
大 瀧 保 , 星 佳 恵 , 木 村 勇 二 , 折 原 紀 子 ヒ ゲ カ ビ ( e 虹 g Q 皿 匹 盤 ) の 胞 子 嚢 柄
形 成 欠 損 変 異 株 の 単 離 と そ の 性 質 . 日 本 植 物 学 会 東 北 支 部 大 会 ( 1 9 8 8 年 1 2 月 1 6 - 1 7
日 , 仙 台 )
木 村 雄 二 , 岡 崎 良 子 , 川 村 豊 , 矢 部 重 秋 , 大 瀧
の 青 色 光 に よ っ て 発 現 調 節 さ れ て い る 遺 伝 子 の ス ク
支 部 大 会 ( 1 9 8 8 年 1 2 月 1 6 - 1 7 日 , 仙 台 )
1 9 8 9
・ 大 瀧 保 ヒ ゲ カ ビ に お け る 分 化 . 石 川 辰 夫 教 授 退 官 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム 「 細 胞 分 化
と 形 態 形 成 」 ( 1 9 8 9 年 3 月 1 4 日 , 東 京 )
大 瀧 保 ,
動 的 解 析 .
1990
折原紀子,梅村聖一,宮嵜厚,大瀧保ヒゲカビ(三五χ三Ω塑^)における核
異常変異株の性質.日本植物学会第諾回大会(1990年10月2-4日,静岡)
福井丈,宮嵜厚,梅村聖一,大瀧保 DNA injectionによるヒゲカビ
(三ぬ'Ω堕型^)形質転換系の開発.日本植物学会第55回大会(1990年10月2-4
日,静岡)
大瀧保,石川似子ヒゲカビ(安五工CΩ皿墜)の胞子嚢柄における光・重力屈性
日本植物学会第55回大会(1990年10月2-4日,静岡)
阿久津健一・,宮嵜厚,森崎久雄,大瀧保ヒゲカビ(Eん工四迅工塑旦)胞子嚢柄
に存在するタンパク質結晶の単離と性質.日本植物学会第55回大会(1990年10月
2 -4日,静岡)
大瀧保,石川似子ヒゲカビ(三厶主gΩ皿X^)の重力屈性反応の解析.日本植物
学会東北支部第 4 回大会(1990年12月14-15日,盛岡)
折原紀子,大瀧保ケカビ目菌類の胞子形成過程における核の行動.日本植物学
会東北支部第 4 回大会(1990年12月14-15日,盛岡)
1991
・大瀧保,津留俊介,石川似子,宮嵜厚ヒゲカビ(e五匹Q堕型geε)の胞子嚢柄
における光屈性の屈曲度の決定要因.日本菌学会第35回大会(1991年5月30-31
日,千葉)
大瀧保,石川似子,宮嵜厚ヒゲカビ(三五主gΩ塑γ^)胞子嚢柄における光屈
性の屈曲度決定の機構.日本植物学会第56回大会(1991年9月13-15日,東京)
・阿久津健一,宮嵜厚,大瀧保ヒゲカビ胞子嚢柄に存在する結晶体の解析.日
本植物学会東北支部第5 回大会(1991年12月13-14日,山形)
福井丈,宮嵜厚,大瀧保新しい形質転換系によって得られたヒゲカビ形質
転換体の諸特性について.日本植物学会東北支部第 5 回大会(1991年12月13-14
日,山形)
大瀧保 M既Delbruckの目指したもの,そして残したもの.日本生物物理学会
東北支部(1991年12月21日,白石)
大瀧保ヒゲカビの胞子嚢柄の光・重力屈性.岡崎国立共同研究機構,基礎生
物学研究所,研究会「植物における機械的刺激の受容,および応答反応、としての屈
性運動の解析」(1991年8月23日,岡崎)
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・ 大 場 健 一 , 折 原 紀 子 , 大 瀧 保 ヒ ゲ カ ビ ( 三 五 工 4 Ω ^ 袈 五 地 左 三 ε 女 ^ ) の 胞 子 嚢
柄 形 成 欠 損 変 異 株 の 解 析 . 日 本 植 物 学 会 第 5 7 回 大 会 ( 1 9 9 2 年 9 月 1 7 - 1 9 日 , 奈 良 )
石 川 似 子 , 等 々 力 政 彦 , 大 瀧 保 ミ ズ タ マ カ ビ ( Ξ " Ω 五 Ω 女 垈 g 墜 垈 地 " 女 地 旦 ) の 生 長
解 析 . 日 本 植 物 学 会 第 5 7 回 大 会 ( 1 9 9 2 年 9 月 1 7 - 1 9 日 , 奈 良 )
大 瀧 保 , 石 川 似 子 , 等 々 力 政 彦 ヒ ゲ カ ビ ( p h y c o m y c e s ) お よ ひ ' ミ ズ タ マ カ ビ
( p i l o b o l u s ) 胞 子 嚢 柄 の 回 転 運 動 の 解 析 . 日 本 菌 学 会 第 3 6 回 大 会 ( 1 9 9 2 年 9 月 2 2 ・
2 3 日 , 大 分 )
大 瀧 保 , 津 留 俊 介 ヒ ゲ カ ビ の 形 態 的 突 然 変 異 株 に お け る 負 の 光 屈 性 の 二 相 性
日 本 植 物 学 会 東 北 支 部 第  6  回 大 会 ( 1 9 9 2 年 1 2 月 1 8 - 1 9 日 , 弘 市 j )
宮 嵜 厚 ,  M a k k u n i J a y a r a m , 大 流 保 糸 状 菌 ヒ ゲ カ ビ に お け る キ チ ン 合 成 酵
素 遺 伝 子 の 単 跳 に つ い て . 日 本 植 物 学 会 東 北 支 部 第 6 回 大 会 ( 1 9 9 2 年 1 2 月 1 8 - 1 9 日 ,
弘 前 )
大 瀧 保 ヒ ゲ カ ビ に お け る デ ア ザ リ ボ フ ラ ビ ン 而 村 生 株 の 特 陛 . 日 本 遺 伝 学 会 第 6 4
回 大 会 ( 1 9 9 2 年 1 0 月 2 2 ~ 2 4 日 , 仙 台 )
大 瀧 保 「 微 生 物 , 下 等 植 物 の 光 信 号 受 容 系 一 そ の 展 望 」 , 岡 崎 国 立 共 同 研 究 機
構 , 基 礎 生 物 学 研 究 所 研 究 会 ( 1 9 9 2 年 1 月 2 0 - 2 1 日 , 岡 力 胡
1 9 9 3
宮 嵜 厚 ,  M . J a y a r a l n , 大 瀧 保 接 合 菌 類 ヒ ゲ カ ビ ( a ι y C 皿 匹 垈 五 血 匙 " " g ^ )
の キ チ ン 合 成 酵 素 遺 伝 子 . 日 本 菌 学 会 第 3 7 回 大 会 ( 1 9 9 3 年 5 月 2 7 - 2 8 日 , 仙 台 )
山 崎 裕 , 宮 嵜 厚 , 大 鞭 保 接 合 菌 類 ヒ ゲ カ ビ ( , h  ω 肌  C e s b 1 α 見 e s l e e a n a s )
の 前 配 偶 子 嚢 問 に 観 察 さ れ る 細 胞 外 繊 維 と 細 胞 接 着 . 日 本 菌 学 会 第 3 7 回 大 会 住 9 9 3
年 5 月 2 7 - 2 8 日 , 仙 台 )
井 田 譲 , 大 瀧 保 , 菱 沼 佑 ヒ ゲ カ ビ 胞 子 嚢 柄 の 細 胞 骨 格 . 日 本 植 物 学 会 東 北
支 部 第  7  回 大 会 ( 1 9 9 3 年 1 2 月 1 8 - 1 9 日 , 秋 田 )
大 場 健 一 , 宮 嵜 厚 , 大 瀧 保 ヒ ゲ カ ビ に お け る 胞 子 嚢 柄 欠 損 突 然 変 異 株 の 特
性 . 日 本 植 物 学 会 東 北 支 部 第  7  回 大 会 ( 1 9 9 3 年 1 2 月 1 8 - 1 9 日 , 秋 田 )
大 瀧 保 , 片 岡 博 尚 ,  G a l i n a L a z a r o v a , 磯 野 邦 夫 糸 状 酵 母 の 光 屈 性 . 日 本 植 物
学 会 東 北 支 部 第  7  回 大 会 ( 1 9 9 3 年 1 2 月 1 8 - 1 9 日 , 秋 田 )
山 崎 裕 , 宮 嵜 厚 , 大 瀧 保 接 合 菌 類 ヒ ゲ カ ビ ( e ん X C 叫 χ " セ 血 左 E E ^ を 旦 )
の 前 配 偶 子 嚢 問 に 観 察 さ れ る 細 胞 外 繊 維 と 接 合 接 着 . 日 本 植 物 学 会 東 北 支 部 第 7
回 大 会 ( 1 9 9 3 年 1 2 月 1 8 - 1 9 日 , 秋 田 )
1994
Ootaki, T. phototropism ofphycomyces sporangiophores.94 AI)n. Meeting of
the Korean society ofphotoscience.(1994年6月11日,韓国・太田市)
日本
大瀧保,
胞間認識
宮嵜厚,大瀧保
植物学会第認回大会
宮嵜厚,山崎裕ヒゲカビ(三五工'Ω塑^)における接合反応と細
日本植物学会東北支部第 8 回大会(1994年12月10-11日,福島)
1995
大瀧保,伊藤薫,安部守, GaⅡna.Lazarova,宮嵜厚,津留俊介ヒゲカ
ビの胞子嚢柄における重力屈性の規制要因.日本菌学会第39回大会(1995年5月
27-28日,東京)
「きのこの新基礎科学とバイオテクノロ
糸状菌ヒゲカビのキチン合成酵素遺伝子の構造と発現、
(1994年9月20-22日,キ帥尉
大瀧保ヒゲカビ(E五工g^里g盤)の突然変異体を利用した光屈性の解析.日本
微生物資源学会第 2 回大会(1995年6月22-23日,岐阜)
Ootald, T., A. Miyazaki, H. Mihara N)alysis ofrotationalbehavior ofsporangio・
Phores in phycomyces and pilobolus. rDifferentiation and Behavior in Fungal
Model」国際シンポジウム(1995年9月4-7日,メキシコ, hapuato)
Miyazaki, A., M. Jayaram, T. ootaki lsolation of a chitin synthase・encoding
gene from phycomyces blakesleeanus. rDifferentiation and Behaviorin Fungal
Model」国際シンポジウム(1995年9月4 -7日,メキシコ,1rapuato)
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福井丈,宮嵜厚,大瀧保ヒゲカビ(三五ン'Ωn^)における塩素酸耐性株
の単離と性質.日本植物学会第59回大会(1995年9月26-28日,金沢)
宮嵜厚,大瀧保
植物学会第卵回大会
山崎裕,宮嵜厚,
る光阻害の作用スペク
日本
大瀧保,山崎裕,野下俊朗ヒゲカビの接合反応に及ぼす性フェロモンの影
響.日本植物学会東北支部第9 回大会(1995年12月22-23日,仙台)
糸状菌ヒゲカビのキチン合成酵素遺伝子の単離と解析.
(1995年9月26-28日,金沢)
宮嵜厚,
形成する.
渡辺正勝,片岡博尚,大瀧保ヒゲカビの接合反応におけ
トル.日本植物学会第59回大会(1995年9月26-28日,金沢)
1996
・大瀧
ジー」
大瀧保ヒゲカビキチン合成酵素遺伝子はマルチジーンフフミリーを
日本植物学会東北支部第 9 回大会(1995年12月22-23日,仙台)
保ヒゲカビの形態形成と行動.
講演会(1996年1月25日,東京)
1 6
大 瀧 保 , 山 崎 裕 ヒ ゲ カ ビ の 接 合 器 官 に お け る 栄 養 菌 糸 及 び 胞 子 嚢 柄 の 再 生 .
日 本 菌 学 会 第 4 0 回 大 会 ( 1 9 9 6 年 5 月 2 5 - 2 6 日 , 筑 波 )
宮 嵜 厚 , 大 瀧 保 マ ル チ ゾ ー ン フ ァ ミ リ ー を 形 成 す る ヒ ゲ カ ビ キ チ ン 合 成 酵 素
遺 伝 子 . 日 本 菌 学 会 第 4 0 回 大 会 ( 1 9 9 6 年 5 月 2 5 - 2 6 日 , 筑 波 )
宮 嵜 厚 , 大 瀧 保 糸 状 菌 ヒ ゲ カ ビ の コ ロ ニ ー 形 成 変 異 体 化 o b  に つ い て _ 日 本
植 物 学 会 第 6 0 回 大 会 ( 1 9 9 6 年 1 0 月 1 0 - 1 2 日 , 福 岡 )
大 瀧 保 , 山 崎 裕 ヒ ゲ カ ビ の 接 合 器 官 上 の 再 生 . 日 本 菌 学 会 第 4 0 回 大 会 ( 1 9 9 6
年 5 月 2 5 - 2 6 日 , 筑 波 )
田 部 茂 , 大 瀧 保 接 合 菌 ビ ゲ カ ビ の 生 活 環 に お け る 細 胞 骨 格 の 分 布 . 日 本 植 物
学 会 東 北 支 部 第 1 0 回 大 会 ( 1 9 9 6 年 1 2 見 1 4 日 , 仙 台 )
山 崎 裕 , 片 岡 博 尚 , 宮 嵜 厚 , 大 瀧 保 ヒ ゲ カ ビ の 接 合 子 形 成 に お け る 光 阻
害 . 日 本 植 物 学 会 東 北 支 部 第 1 0 回 大 会 ( 1 9 9 6 年 1 2 月 1 4 日 , 仙 台 )
M i y a z a k i ,  A . ,  T .  o o t a k i  M u l t i p l e  g e n e s  f o r  c h i t i n  s y t h a s e s  i n  a  z y g o m y c e t e  f u n ・
g u S 1 1 五 y 塁 Ω t ^ 旦  6 1 α え e s l e e α π U S . 2 n d  l n t e r n a t i o n a l s y m p o s i u m  o n  c h 北 i n  E n z y ・
m 0 1 0 部 ( 1 9 9 6 年 5 月 8  - 1 1 日 ,  s e n i g a 1 1 i a , 1 t a l y )
M i y a z a k i ,  A . ,  T .  o o t a k i  c l o n i n g  a n d  c h a r a c t e r i z a t i o n  o f c h i t i n  s y n  t h a s e  g e n e s
f r o m  1 1 五 y C Ω 塑 y 塑 旦  h 1 α え l e e a n u s .  A s i a n  l n t e r n a t i o n a l  M y c 0 1 0  g i c a l  c o n g r e s S  9 6
( 1 9 9 6 年 7 月 3 日 , 干 葉 )
山 崎 裕 , 片 岡 博 尚 , 宮 嵜 厚 , 渡 辺 正 勝 , 大 瀧
光 阻 害 の 作 用 ス ペ ク ト ル . 日 本 植 物 生 理 学 会 ( 3
1 9 9 7
宮 嵜 厚 , 田 部 茂 , 大 瀧 保 接 合 菌 類 ヒ ゲ カ ビ の コ ロ ニ ー 形 成 変 異 体 ( c o b  の
性 質 . 日 本 菌 学 会 第 4 1 回 大 会 住 9 9 7 年 5 月 2 4 - 2 5 日 , 広 島 )
田 部 茂 , 山 崎 裕 , 大 瀧 保 接 合 菌 類 ヒ ゲ カ ビ の 接 合 過 程 に お け る 細 胞 骨 格 の
配 列 . 日 本 菌 学 会 第 4 1 回 大 会 ( 1 9 9 7 年 5 月 2 4 - 2 5 日 , 広 島 )
・  M i y a z a k i ,  A . ,  Y .  Y a m a z a k i ,  T '  o o t a k i  p o s s i b l e  i n v o l v e m e n t  o f  c h i t i  n o u s
e x t r a c e 1 1 a r  f i b r i l s  o n  s e x u a l  d e v e l o p m e n t  i n  a  z y g o m y c e t e s  e 五 工 里 旦 皿 X 塁 盤
b ι g 長 e ^ 峰 .  T h e  7 t h  l n t e r n a t i o n a l c o n f e r e n c e  o n  c h i t i n  a  n d  c h i t o s a n  ( 1 9 9 7
年 9 月 3  - 5 日 ,  L y o n ,  F r a n c e )
大 瀧 保 , 宮 嵜 厚 接 合 菌 ヒ ゲ カ ビ の 形 態 形 成 . 日 本 植 物 学 会 第 6 1 回 大 会 住 9 9 7
年 9 月 1 8 - 2 0 日 , 習 志 野 )
保 ヒ ゲ カ ビ 接 合 反 応 に お け る
月 2 7 - 2 9 日 , 鹿 児 島 )
田部
影響
茂,宮嵜厚,大瀧保
日本植物学会第61回大会
Miyazaki, A., T. ootald Molecular cloning and characterization of chitin syn-
thase genes of里五湿C^χ盤旦. Joint symposium ofcoE lnterna tionalsymposium
Oflnstitute ofGenetic EC010gy, Tohoku university and Fi丑h lnternationalsym、
Posium ofthe Myc010gicalsociety ofJapan (1997年12月4 -6日,仙台)
Schimek, C., T. Horie, P' Eibel, P. Gga11and, T. ootaki organe11es in the grow、
加g zone of11五X里^XC盤 and theirjnvolvementin graviperception. Joint sympo、
Sium ofcoE lnternationalsymposium oflnstitute ofGenetic EC010部, Tohoku
University and Fifth lnternational sympo sium of the Myc010gical society of
Japan (1997年12月4 -6日,仙台)
糸状菌ヒゲカビの生長や形態形成における温度の
(1997年9月18-20日,習志野)
田部茂,宮嵜厚,大瀧保
本植物学会東北支部第Ⅱ回大会
堀江直司, S. christine,大瀧保,王原等接合菌ミズタマカビの胞子嚢柄に
おける,重力及び遠心力剌激に対する反応の解析.日本植物学会東北支部第Ⅱ回大
会(1997年12月13-14日,盛岡)
1998
高橋文雄,片岡博尚,大瀧保多核細胞フシナシミドロの核から伸びる微小管
日本植物学会東北支部第12回大会(1998年12月12-13日,山形)
17
接合菌ヒゲカビの接合過程における生長様式
(1997年12月13-14日,盛岡)
崔寛三,堀江直司,大瀧保ヒゲカビ(e虹g皿χ竺盤五ιg左墜ke^)の胞子嚢
柄発生分化に及ぼす赤色光の影響.日本植物学会東北支部第12回大会(1998年12
月12-13日,山形)
三岡周子,宮嵜厚,大溌保付加機能を持つキチン合成酵素遺伝子のヒゲカビ
からの単雛.日本植物学会東北支部第12回大会(1998年12月12-13日,山形)
堀江直司,福井丈, christineschimek,三原等,大瀧保ミズタマカビ
(E"Q五Ω地旦gユ匹旦4ι塁μ旦)胞子嚢柄の重力及び遠心力に対する反応の解析.第42回
日本菌学会(1998年5月16-17日,京者田
宮嵜厚,大瀧保ヒゲカビ(e虹四迅巡盤厶地左盤旦"^)のキチン合成酵素
遺伝子のクローニング.第12回キチン・キトサン・シンポジウム(1998年6月11、
12日,大分)
日
宮嵜厚,大瀧保糸状菌ヒゲカビの細胞壁合成酵素遺伝子P6CHS1のクローニ
ングと解析.日本植物学会第62回大会(1998年9月21-23日,広島)
1 8
堀 江 直 司 , 大 鞭 保 ミ ズ タ マ カ ビ ( 丑 " Ω 五 Ω 山 Ω 型 ε 地 4 血 盗 ) 胞 子 嚢 柄 の 重 力 及 び
遠 心 力 刺 激 に 対 す る 反 応 . 日 本 植 物 学 会 第 6 2 回 大 会 ( 1 9 9 8 年 9 月 2 1 - 2 3 日 , 広 島 )
1 9 9 9
宮 嵜 厚 , 大 瀧 保 接 合 菌 ヒ ゲ カ ビ の キ チ ン 合 成 酵 素 遺 伝 子 の 多 様 性 .
物 資 源 学 会 第  6  回 大 会 ( 1 9 9 9 年 6 月 1 0 - 1 1 日 , 千 葉 )
日 本 微 生
2 0 0 0
今 村 健 吾 , 吉 田 秀 司 , 村 山 肇 子 , 宮 嵜 厚 , 大 瀧 保 ヒ ゲ カ ビ C h 北 i n d e a c e t y l a s e
遺 伝 子 の ク ロ ー ニ ン グ . 日 本 菌 学 会 第 4 4 回 大 会 ( 2 0 0 0 年 5 月 2 0 - 2 1 日 , 奈 良 )
・ 宮 嵜 厚 , 三 岡 周 子 , 大 瀧 保 接 合 菌 ヒ ゲ カ ビ の 無 性 お よ び 有 性 生 殖 に お け る キ チ
ン 合 成 酵 素 遺 伝 子 群 の 発 現 . 日 本 菌 学 会 第 4 4 回 大 会 ( 2 0 0 0 年 5 月 2 0 - 2 1 日 , 奈 良 )
高 本 耕 三 , 大 瀧 保 , 吉 田 元 信 子 実 体 形 成 に 関 連 す る 遺 伝 子 群 の 同 定 . 日 本 菌 学
会 第 4 4 回 大 会 ( 2 0 0 0 年 5 月 2 0 - 2 1 日 , 奈 良 )
宮 嵜 厚 , 三 岡 周 子 , 大 洗 保 接 合 菌 ヒ ゲ カ ビ に お け る キ チ ン 合 成 酵 素 遺 伝 子 群
の 発 現 多 様 性 . 日 本 微 生 物 資 源 学 会 第 7  回 大 会 ( 2 0 0 0 年 6 月 8 - 9 日 , 仙 台 )
大 瀧 保 , 鄭 明 淑 , 宮 嵜 厚 ヒ ゲ カ ビ の 接 合 胞 子 中 に お け る 核 の 動 向 . 日 本 微
生 物 資 源 学 会 第 7  回 大 会 ( 2 0 0 0 年 6 月 8 - 9 日 , 仙 台 )
大 瀧 保 , 鄭 明 淑 , 宮 嵜 厚 ヒ ゲ カ ビ ( e 五 y C Ω 堕 型 C e s ) の 接 合 胞 子 中 に お け る 核
の 動 態 . 日 本 植 物 学 会 第 6 4 回 大 会 ( 2 0 0 0 年 9 月 2 9 日 、 1 0 月 1 日 , 静 岡 )
今 村 健 吾 , 吉 田 秀 司 , 村 山 肇 子 , 宮 嵜 厚 , 大 瀧 保 ヒ ゲ カ ビ キ チ ン デ ア セ チ
ラ ー ゼ 遺 伝 子 の ク ロ ー ニ ン グ . 日 本 遺 伝 学 会 ( 2 0 0 0 年 1 1 月 3 - 5 日 , 京 都 )
・ 鄭 明 淑 , 宮 嵜 厚 , 大 瀧 保 ヒ ゲ カ ビ の 接 合 胞 子 中 に お け る 核 の ア ポ ト ー シ
ス . 日 本 植 物 学 会 東 北 支 部 第 1 3 回 大 会 ( 2 0 0 0 年 1 2 月 1 6 日 、 1 7 日 , 盛 岡 )
